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【 和 文 要 旨 】  

「 目 的 」 ス テ ン ト 支 援 コ イ ル 塞 栓 術 の 合 併 症 と し て ス テ ン ト 内 血 栓 が あ る 。 今 回 、

ス テ ン ト 内 血 栓 性 閉 塞 に 対 し て 、 や む な く ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー に て 機 械 的 血 栓

回 収 を 行 っ た 症 例 を 経 験 し た 。 今 後 、 他 の 術 者 が 同 様 な 症 例 に 遭 遇 し た 際

に 、 不 良 な 転 帰 を 招 か ぬ よ う 、 情 報 共 有 を 目 的 に 我 々 の 治 療 経 験 を 報 告 す

る 。  

「 症 例 」 6 2 歳 男 性 。 左 内 頚 動 脈 瘤 に 対 し て ス テ ン ト 支 援 コ イ ル 塞 栓 術 を 施 行

し た 。 退 院 3 週 間 後 、 失 語 と 右 片 麻 痺 が 出 現 し た 。 M R I で は 左 中 大 脳 動 脈

領 域 に 虚 血 巣 を 認 め 、 M R A で は 左 内 頚 動 脈 閉 塞 を 認 め た 。 患 者 は 抗 血 小

板 薬 を 自 己 中 断 し て い た 。 ス テ ン ト 内 血 栓 性 閉 塞 と 診 断 し 、 ま ず は 吸 引 型 デ

バ イ ス 、 続 い て P T A バ ル ー ン で の 血 行 再 建 術 を 試 み た が 、 こ れ ら の デ バ イ ス を

治 療 遂 行 の た め に 十 分 な 位 置 ま で 誘 導 で き な か っ た 。 残 さ れ る 手 段 と し て 、 ス

テ ン ト リ ト リ バ ー を 選 択 し た 。 も ち ろ ん 、 脳 動 脈 瘤 治 療 用 ス テ ン ト と の 干 渉 が 想

像 さ れ る 危 険 な 手 技 と 考 え ら れ た 。 結 果 的 に は 、 ス テ ン ト リ ト リ バ ー に よ り 閉 塞 ス

テ ン ト の 再 開 通 を 得 た が 、  予 測 通 り ス テ ン ト リ ト リ バ ー と 動 脈 瘤 留 置 ス テ ン ト が

干 渉 し 、 動 脈 瘤 留 置 ス テ ン ト の 移 動 短 縮 を 生 じ た 。 ス テ ン ト 内 血 栓 性 閉 塞 の

対 応 策 と し て 、 ま ず 薬 物 治 療 （ 抗 血 栓 薬 の 強 化 や エ ダ ラ ボ ン 投 与 ） を 徹 底 す

る こ と が 優 先 さ れ 、 機 械 的 治 療 で は ガ イ ド ワ イ ヤ ー や バ ル ー ン で の 血 栓 破 砕 や

吸 引 型 デ バ イ ス の 使 用 を 考 慮 す べ き で あ っ た 。 カ テ ー テ ル の 誘 導 が 困 難 で 血

栓 破 砕 や 吸 引 を 断 念 し た が 、 現 時 点 で は 新 規 市 販 さ れ た 深 達 性 の 高 い 吸

引 カ テ ー テ ル な ど を 試 行 す る こ と も で き る 。  

「 結 論 」 ス テ ン ト 留 置 血 管 で の ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー の 使 用 は 合 併 症 を 起 こ す リ

ス ク が 大 き く 、 決 し て 容 認 さ れ る 手 技 で は な い 。 や む な く 使 用 し 血 行 再 建 し た

が 、 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ に つ い て 冷 静 に 判 断 し 、 適 切 な 手 技 選 択 を す べ き

だ っ た と 反 省 し た 症 例 で あ っ た 。  
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【 緒 言 】   

ス テ ン ト 支 援 下 の コ イ ル 塞 栓 術 （ S t e n t  A s s i s t e d  C o i l  e m b o l i z a t i o n ： S A C ） の 合

併 症 と し て ス テ ン ト 内 血 栓 （ I n - S t e n t  T h r o m b o s i s :  I S T ） は よ く 知 ら れ て い る 。 今

回 我 々 は 、 抗 血 小 板 剤 内 服 の 自 己 中 断 に よ り 生 じ た I S T に 対 し て 、 ス テ ン ト リ ト

リ ー バ ー （ s t e n t  r e t r i e v e r : S R ） を 用 い た 経 皮 的 血 栓 回 収 術 を 施 行 し た 症 例 を

経 験 し た の で 報 告 す る 。  

【 症 例 呈 示 】  

6 2 歳 男 性 。 ２ 年 前 に 仕 事 を 定 年 退 職 し 、 独 居 で あ っ た 。 左 内 頚 動 脈 上 下 垂

体 動 脈 分 岐 部 瘤 （ i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  -  s u p e r i o r  h y p o p h y s i a l  a r t e r y  

a n e u r y s m :  I C - S H A  A N ）  に 対 し て 経 過 観 察 さ れ て い た が 、 2 年 間 で 動 脈 瘤 の

最 大 径 が 5 m m か ら 8 m m に 増 大 し た た め 治 療 を 提 案 し た （ F i g . 1 ） 。 W i d e  n e c k

で あ り 、 S A C の 適 応 と 判 断 し た 。 術 後 の 抗 血 小 板 薬 内 服 の 必 要 性 に つ い て 説

明 を 行 い 、 患 者 は 治 療 内 容 を 理 解 し 同 意 し た 。 治 療 2 週 間 前 よ り 、 ア ス ピ リ ン

1 0 0 m g と ク ロ ピ ド グ レ ル 7 5 m g を 投 与 開 始 し た 。 ス テ ン ト は L V I S 4 . 5 x 1 8  ( T e r u m o 、

東 京 ) を 使 用 し 、 J a i l 法 で 行 っ た 。 手 技 は 問 題 な く 終 了 し 、 ス テ ン ト の 血 管 壁 へ の

圧 着 も 良 好 で あ っ た 。 （ F i g . 2 ）  明 ら か な 周 術 期 神 経 合 併 症 も 起 こ ら な か っ た 。

同 抗 血 小 板 薬 2 剤 を 内 服 継 続 と し 、 治 療 4 日 後 に m o d i f i e d  R a n k i n  S c a l e

（ m R S ） ： ０ で 自 宅 退 院 と な っ た 。  

し か し 退 院 3 週 間 後 、 失 語 と 右 片 麻 痺 が 出 現 し 救 急 搬 送 さ れ た 。 M R I で 左 中

大 脳 動 脈 領 域 に 早 期 虚 血 巣 を 認 め 、 M R A で は 左 内 頚 動 脈 閉 塞 を 認 め た

（ F i g . 3 ） 。 患 者 は 規 則 正 し い 食 事 を せ ず に 日 中 か ら ア ル コ ー ル を 摂 取 し 、 い つ か

ら か は 不 明 だ が 抗 血 小 板 薬 を 自 己 中 断 し て い た こ と を 、 こ の 時 に 初 め て 患 者 の

親 族 か ら 聴 取 し た 。 左 内 頚 動 脈 撮 影 に て 、 I S T に よ る 左 内 頚 動 脈 閉 塞 症 と 判

断 し （ F i g . 4 A ） 、 緊 急 で 血 行 再 建 術 を 施 行 し た 。 9 F r .  O p t i m o （ 東 海 メ デ ィ ク ス 、

愛 知 ） を 左 内 頚 動 脈 に 誘 導 し た 。 動 脈 瘤 ス テ ン ト に 干 渉 し な い よ う 、 は じ め に ス テ
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ン ト 近 位 部 で 吸 引 に よ る 血 栓 回 収 を 試 み た 。 P e n u m b r a  A C E  0 6 8 （ メ デ ィ コ ス ヒ ラ

タ 、 大 阪 ） を マ イ ク ロ カ テ ー テ ル （ M a r k s m a n （ 日 本 メ ド ト ロ ニ ッ ク 株 式 会 社 、 東 京 ） ）

と マ イ ク ロ ガ イ ド ワ イ ヤ ー （ C h i k a i  B l a c k （ 朝 日 イ ン テ ッ ク 、 愛 知 ） ） に て ス テ ン ト 近 位

部 に 誘 導 し 、 吸 引 を 行 っ た が 吸 引 カ テ ー テ ル の 先 端 を 血 栓 に 到 達 さ せ る こ と が で

き て お ら ず 、 再 開 通 は 得 ら れ な か っ た 。 C h i k a i は 先 端 を J 型 に 形 成 し た 。 ス テ ン ト

遠 位 に M a r k s m a n の 誘 導 を 試 み た が 、 内 頚 動 脈 が 大 き く 屈 曲 し て お り 、 ス テ ン ト

遠 位 部 か ら 分 岐 す る 後 交 通 動 脈 ま で し か 誘 導 出 来 な か っ た 。 バ ル ー ン カ テ ー テ

ル （ G a t e w a y  2 . 0 x 9 m m （ S t r y k e r ,  K a l a m a z o o ,  M I  U S A ） ） に よ る 血 管 拡 張 を 試

み た が 、 C h i k a i を 十 分 遠 位 に 誘 導 す る こ と が 出 来 ず 、 バ ル ー ン カ テ ー テ ル が サ イ

フ ォ ン 部 に 引 っ か か り 、 病 変 部 位 ま で 進 め ら れ な い た め に 断 念 し た 。 M a r k s m a n を

ス テ ン ト の 遠 位 端 ま で 何 と か 誘 導 し た 後 、 や む を 得 ず ス テ ン ト 型 デ バ イ ス を 使 用 す

る こ と と し た 。 動 脈 瘤 ス テ ン ト へ の 影 響 を 考 慮 し 、 細 径 の T r e v o X p  4 x 4 0 （ S t r y k e r ,  

K a l a m a z o o ,  M I  U S A ） を 選 択 し 、 再 開 通 が 得 ら れ た 。 撮 影 を 行 う と 、 T r e v o の 牽

引 に よ り 、 L V I S の 遠 位 端 が 近 位 に 移 動 し 短 縮 し た （ F i g . 5 ） 。 再 開 通 後 に は マ イ

ク ロ ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 中 大 脳 動 脈 ま で 誘 導 す る こ と が 可 能 と な り 、 画 像 的 に 圧 着

不 良 を 認 め た わ け で は な い が 、 ス テ ン ト が 部 分 的 に 屈 曲 し な が ら 短 縮 し た 可 能 性

も あ り 、 ス ト ラ ッ ト の 内 反 は 血 栓 形 成 の 原 因 に な り う る と 考 え て 、 バ ル ー ン カ テ ー テ

ル に て ス テ ン ト 留 置 部 に 血 管 形 成 を 施 行 し た 。 1 0 分 後 の 内 頸 動 脈 撮 影 で 再 閉

塞 が 無 い こ と を 確 認 し 、 T I C I Ⅱ b で 治 療 を 終 了 し た （ F i g . 4 B ） 。 術 翌 日 の M R I に

て 、 術 前 の 虚 血 巣 は 若 干 拡 大 し て い た が 、 広 範 囲 の ペ ナ ン ブ ラ 領 域 が 梗 塞 に

至 る こ と は 回 避 し 得 た （ F i g . 6 ） 。 術 後 、 J C S  3 の 意 識 障 害 と 失 語 、 M M T  ( m a n u a l  

m u s c l e  t e s t i n g ) : 2 / 5 の 右 片 麻 痺 が 残 存 し 、 第 4 1 病 日 に m R S  4 で 回 復 期 リ ハ

ビ リ 病 院 へ 転 院 し た 。  
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【 考 察 】  

様 々 な ス テ ン ト デ バ イ ス が 実 用 化 さ れ 、 コ イ ル 塞 栓 術 の 適 応 は 拡 大 し て き た 。 周

術 期 の 積 極 的 な 抗 血 小 板 薬 療 法 が 一 般 化 し て き た も の の 、 虚 血 性 合 併 症 は

増 加 傾 向 に あ り 、 周 術 期 合 併 症 の 中 で 最 も 頻 度 が 高 い １ ） 。 I S T が 起 こ る 機 序 は

炎 症 反 応 の 一 過 程 で あ る が 、 ス テ ン ト に よ る 血 管 壁 の 過 拡 張 に よ り 内 膜 、 内 弾

性 板 及 び 中 膜 の 損 傷 が 起 き 、 内 膜 の 新 生 に 先 ん じ て ス テ ン ﾄ 表 面 で 血 小 板 の

活 性 化 が 起 こ り 、 赤 血 球 及 び フ ィ ブ リ ン が 凝 集 し 、 そ の 集 塊 に 血 管 平 滑 筋 細 胞

の 浸 潤 遊 走 と コ ラ ー ゲ ン 合 成 に よ っ て リ モ デ リ ン グ が 起 こ り 、 血 管 内 腔 が 狭 小 化 し

て い く と 報 告 さ れ て い る 。 2 ) 3 ) 足 場 で あ る 血 小 板 の 活 性 化 を 抑 制 す る こ と で I S T を

予 防 す る こ と が で き る た め 、 抗 血 小 板 薬 の 予 防 的 投 与 が 重 要 な の は 自 明 で あ る 。

S A C で は 、 ア ス ピ リ ン と ク ロ ピ ド グ レ ル の 併 用 が 本 邦 で は 主 流 と な っ て お り 、 当 院 も

そ れ に 従 っ て い る 。 術 後 の 抗 血 小 板 薬 療 法 に つ い て は 、 ス テ ン ト の 内 皮 被 覆 に よ

っ て 血 栓 の 付 着 ・ 増 大 が 起 こ ら な く な る ま で 、 D A P T を 継 続 す る こ と が 望 ま し い 。

冠 動 脈 の 内 膜 新 生 に つ い て の 報 告 で は 、 ス テ ン ト 治 療 後 最 大 3 ヶ 月 ま で 内 皮 が

増 大 し 、 そ の 後 プ ラ ト ー と な り 、 治 療 後 6 ヶ 月 以 降 に 退 縮 し て い く 。 3 ) 当 院 で は

D A P T を 術 前 １ 〜 2 週 間 前 か ら 開 始 し 、 術 後 最 低 ３ ヶ 月 は 継 続 し 、 症 例 に 応 じ て

そ の 後 の 単 剤 化 の 時 期 を 調 整 し て い る 。 抗 血 小 板 薬 不 応 性 に つ い て は 、 ア ス ピ

リ ン 不 応 症 は 約 ５ ％ 、 ク ロ ピ ド グ レ ル 不 応 症 は 2 0 - 4 0 ％ と 報 告 さ れ て お り 4 ） 5 ） 、 症

例 ご と に 評 価 す る の が 理 想 的 だ が 、 当 院 で は 実 現 で き て い な い 。 少 な く と も 本 症

例 で は 内 服 中 に 虚 血 性 合 併 症 は 生 じ ず 、 抗 血 小 板 薬 は 十 分 な 効 果 を も っ て

作 用 し て い た と 思 わ れ る 。 本 症 例 の 閉 塞 原 因 は 抗 血 小 板 薬 内 服 の 退 院 後 の

怠 薬 で あ り 、 S A C で 最 も 憂 慮 さ れ る べ き こ と の 一 つ で あ っ た 。 患 者 の 生 活 習 慣 の

把 握 が 不 十 分 で あ っ た こ と が 背 景 に あ り 、 D A P T の 怠 薬 を 避 け る た め に は 、 怠 薬

に よ っ て 起 こ り う る 合 併 症 に つ い て 十 分 に 患 者 が 理 解 で き る 説 明 と 環 境 整 備 が
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必 要 で あ る 。 術 前 に 服 薬 ア ド ヒ ア ラ ン ス の 問 題 が 解 決 さ れ て い る よ う に 留 意 す べ き

で あ っ た 。  

I S T の リ ス ク 因 子 と し て 、 ス テ ン ト 内 狭 窄 、 抗 血 小 板 薬 の 減 薬 、 b i o a c t i v e コ イ

ル の 使 用 、 ス テ ン ト の 密 着 不 良 や 屈 曲 、 放 射 線 治 療 、 紡 錘 状 動 脈 瘤 へ の 使 用 、

Y ス テ ン ト な ど 複 雑 な 形 態 で の ス テ ン ト 留 置 な ど が 報 告 さ れ て い る 6 ) 。  ま た 、 N i i ら

の 報 告 で は 、 S A C に 使 用 す る ス テ ン ト つ い て 、 術 中 I S T 群 の 平 均 は 3 . 0 ± 0 . 9 m m

で 、 N o n - I S T 群 の 4 . 5 ± 0 . 7 m m と 比 較 し て 有 意 に 細 径 で あ っ た 7 ） 。 細 径 ス テ ン ト

の I S T リ ス ク に つ い て は 、 冠 動 脈 ス テ ン ト に つ い て も 同 様 に 報 告 さ れ て き た ８ ） 。 本

症 例 で 用 い た LV I S の 径 は 4 . 5 m m と 比 較 的 広 径 で 、 特 に 問 題 な く 展 開 さ れ て

お り 、 コ イ ル の 逸 脱 も な か っ た 。 ス テ ン ト の 構 造 的 特 徴 に つ い て 、 b r a i d e d  s t e n t は

I S T 発 生 率 で は l a s e r - c u t  s t e n t と 有 意 差 は な い も の の 、 そ の 金 属 被 覆 面 積 の

広 さ と w a l l  s h e a r  s t r e s s の 低 さ か ら 他 の ス テ ン ト よ り も 早 期 に 血 栓 化 を 起 こ し や

す い と 報 告 さ れ ９ ） 、 特 に 周 術 期 早 期 の 抗 血 小 板 薬 管 理 は よ り 継 続 的 で な け れ

ば な ら な い 。 ま た 、 ス テ ン ト の 密 着 不 良 は ス テ ン ト の 内 皮 化 を 遅 延 さ せ 、 I S T リ ス ク

と な る た め 、 r a d i a l  f o r c e の 小 さ な c l o s e d - c e l l  s t e n t を 使 用 す る 場 合 で は そ の

点 に 配 慮 す る 必 要 が あ る １ ０ ） 。  

S A C 術 中 の I S T は  5 . 9 ％ と 稀 で は な く 7 ） 、 そ の ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ に 関 し て も

多 く の 報 告 が さ れ て き た が 、 遅 発 性 I S T に よ る 完 全 閉 塞 例 に 対 す る 血 行 再 建 術

つ い て の 報 告 は 渉 猟 し え な か っ た 。 遅 発 性 I S T が 起 き た と き の 対 応 と し て 術 中

I S T の 対 応 に 準 じ て 考 え る と 、 ① 薬 物 治 療 （ 全 身 ヘ パ リ ン 化 の 強 化 と 抗 血 小 板

薬 の ロ ー デ ィ ン グ 、 オ ザ グ レ ル ナ ト リ ウ ム や ウ ロ キ ナ ー ゼ の 局 所 動 注 、 ｔ P A 静 注 、 エ

ダ ラ ボ ン 投 与 に よ る 神 経 保 護 な ど ） 、 ② 機 械 的 治 療 （ ガ イ ド ワ イ ヤ ー や バ ル ー ン に

よ る 血 栓 の 破 砕 、 血 栓 吸 引 型 デ バ イ ス の 使 用 ） が 一 般 的 な 戦 略 と 思 わ れ 、 薬 物

治 療 の 徹 底 は 機 械 的 治 療 よ り も 優 先 さ れ る べ き で あ る 。 本 症 例 で の 薬 物 治 療 に

関 し て は 、 全 身 ヘ パ リ ン 化 と エ ダ ラ ボ ン の 投 与 を 行 っ た 。 発 症 時 間 が 不 明 で あ っ
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た た め 、 ｔ P A は 投 与 し な か っ た 。 血 栓 回 収 後 の 再 閉 塞 を 考 え て 、 前 述 の I S T の

機 序 か ら 抗 血 小 板 薬 の 経 胃 管 ロ ー デ ィ ン グ は 必 要 で あ っ た と 思 わ れ た 。 局 所 動

注 に つ い て 、 野 村 ら は 、 休 薬 と ス テ ン ト の 圧 着 不 良 に よ る 遅 発 性 I S T の 非 完 全

閉 塞 例 に 対 し て 、 オ ザ グ レ ル ナ ト リ ウ ム 4 0 m g を 閉 塞 部 近 位 か ら 動 注 し 、 I C A の ス

テ ン ト 内 及 び M C A 末 梢 の 血 栓 が 溶 解 し た 症 例 を 報 告 し て い る 6 ） 。 本 症 例 に お

い て も 、 I C A の 完 全 閉 塞 例 で あ っ た も の の 、 一 度 は M a r k s m a n が 閉 塞 部 遠 位 に

誘 導 で き た た め 、 早 期 再 開 通 は 得 ら れ な く と も 、 抗 血 栓 薬 や 血 栓 溶 解 薬 の 局 所

動 注 を 、 危 険 を 伴 う S R で の 機 械 的 治 療 の 前 に 試 行 す べ き で あ っ た 。 危 険 な 手

技 と 理 解 し た 上 で 、 S R を 用 い た 血 栓 回 収 を 施 行 し 、 幸 い 術 操 作 に よ る 大 き な 合

併 症 が な く 再 開 通 が 得 ら れ た が 、 実 際 に ス テ ン ト の 遠 位 端 が 移 動 し て 短 縮 が 起

こ っ た 。 運 が 良 か っ た だ け で 、 既 存 の ス テ ン ト に S R が 絡 ま っ た 場 合 、 コ イ ル の 逸 脱

や 機 器 の 回 収 不 能 と い っ た 事 態 に 陥 り 、 収 拾 不 可 能 な 状 況 に 陥 っ て い た 可 能

性 が あ る 。 そ う で な く と も 、 血 管 内 皮 障 害 に よ る 血 栓 形 成 の 惹 起 や 解 離 、 牽 引 に

よ る 穿 通 枝 の 引 き 抜 き な ど 新 た な 合 併 症 の 発 生 も 容 易 に 想 像 さ れ る 。 よ っ て 、

I S T に 対 す る S R に よ る 血 栓 回 収 は 大 き な リ ス ク を 有 し て お り 、 基 本 的 に ど の よ う な

状 況 で も 容 認 さ れ な い 手 技 と 考 え る 。 本 症 例 で の 血 栓 回 収 で は 、 吸 引 型 カ テ ー

テ ル を 病 変 部 直 近 ま で 誘 導 で き ず 、 十 分 遠 位 ま で マ イ ク ロ ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 誘 導

す る こ と が 出 来 な か っ た 。 遠 位 塞 栓 を 懸 念 す れ ば 、 血 栓 の 破 砕 よ り も 吸 引 に よ る

血 栓 除 去 の 方 が 望 ま し く 、 そ ち ら を 優 先 す べ き と 考 え る 。 最 近 で は 、 t r a c k a b i l i t y

が 高 い と 謳 わ れ る 吸 引 型 カ テ ー テ ル も 使 用 可 能 と な っ て お り 、 優 先 的 に 試 す 価

値 が あ る 。 さ ら に 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル と し て M a r k s m a n よ り も 広 径 の も の を 使 用 し

l e g d e  e f f e c t を 解 消 す る こ と で 、 さ ら に 遠 位 ま で 吸 引 型 カ テ ー テ ル を 誘 導 す る こ と

が で き た か も し れ な い 。 吸 引 型 カ テ ー テ ル 先 端 の s h a p i n g も 試 行 錯 誤 す べ き だ っ

た 。 バ ル ー ン カ テ ー テ ル を 病 変 部 に 誘 導 す る の は 困 難 と 判 断 し て S R の 使 用 に 踏

み 切 っ た が 、 そ の 後 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル に よ る l e s i o n  c r o s s が で き た た め 、 w i r e  
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e x c h a n g e に よ る バ ル ー ン カ テ ー テ ル の 誘 導 も 可 能 で あ っ た と 思 わ れ る 。 ま た 、

M a r k s m a n を 更 に 遠 位 に 誘 導 す る た め に b u d d y  w i r e  t e c h n i q u e 1 1 ) や 細 径 の マ

イ ク ロ ガ イ ド ワ イ ヤ ー と の d o u b l e  w i r e  t e c h n i q u e 1 2 ) を 試 行 す る こ と で 、 閉 塞 部 の

通 過 性 と 遠 位 で の 操 作 性 が 向 上 し た か も し れ な い 。 M a r k s m a n が 遠 位 に 誘 導 で

き れ ば 、 バ ル ー ン カ テ ー テ ル も 病 変 に 近 づ け た と 思 わ れ る 。 何 よ り 、 S R を 使 用 し な

い た め に 何 が で き る か を 備 え て 考 え て お く べ き で あ っ た 。  

今 回 S A C か ら ３ − ４ 週 間 後 の I S T 症 例 に S R を 用 い た こ と に よ り 、 図 ら ず も ス テ ン

ト は 移 動 す る こ と が わ か っ た 。 再 開 通 し た も の の 、 大 変 危 険 な 治 療 で あ っ た こ と を

再 認 識 し た 。 本 手 技 は 血 管 内 皮 が ス テ ン ト を 被 覆 し て い る 状 態 で あ っ て も 、 S R と

ス テ ン ト 間 に 生 じ る 摩 擦 力 に よ っ て は 、 ス テ ン ト が 剥 が れ 落 ち る 可 能 性 も 否 定 で き

な い た め 、 ス テ ン ト 留 置 後 の 期 間 が 長 け れ ば 、 S R が 利 用 可 能 に な る わ け で も な い

だ ろ う 。 ス テ ン ト 内 狭 窄 の 進 行 に よ り I S T が 起 こ っ て い る 時 点 で 、 ス テ ン ト の 内 皮

被 覆 を 想 像 す る の は 楽 観 的 で あ り 、 ど の よ う な 状 況 で あ っ て も 容 認 さ れ な い 手 技

で あ っ た 。 如 何 に 急 ぐ 治 療 で あ っ て も 、 こ の よ う な 症 例 で は 緊 急 性 よ り も 安 全 性 を

重 ん じ て 冷 静 に 治 療 計 画 を 構 築 す べ き で あ り 、 S A C 適 応 患 者 の 増 加 に 伴 い 同

様 の 事 象 が 今 後 増 え て い く こ と が 先 見 さ れ る 今 、 悪 し き 対 応 と し て 後 方 視 的 に

参 照 し て 頂 き た く 報 告 し た 。  

【 結 語 】  

抗 血 小 板 薬 の 怠 薬 に よ り ス テ ン ト 内 血 栓 に よ る 内 頚 動 脈 閉 塞 を 生 じ た 症 例

に 対 し て 、 S R で の 経 皮 的 血 栓 回 収 療 法 を 施 行 し た 症 例 を 経 験 し た 。 I S T に

対 す る S R の 使 用 は 決 し て 安 易 に 施 行 し て は な ら ず 、 再 開 通 を 急 ぐ 治 療 で あ

っ て も 、 冷 静 に ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ を 練 り 、 新 た な 合 併 症 を 防 ぐ 努 力 を す る

こ と が 治 療 者 間 で の コ ン セ ン サ ス で あ る と 再 認 識 し た 。 同 様 の 事 故 が 起 こ ら な

い よ う 情 報 共 有 を 目 的 に 報 告 し た 。  
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【 図 表 の 説 明 】  

F i g u r e 1  

( A ) 左 内 頚 動 脈 撮 影 正 面 （ 3 D - D S A ） （ B ） 側 面  

3 D - D S A に て 瘤 径 8 m m に 増 大 し た 広 頸 の 左 傍 鞍 部 内 頚 動 脈 瘤 を 認 め る 。  

F i g u r e 2  

（ A ） 術 前 の 左 内 頚 動 脈 撮 影 （ 動 脈 瘤 が 母 血 管 か ら 分 離 さ れ た 角 度 ）  

（ B ） ス テ ン ト 支 援 下 コ イ ル 塞 栓 術 後 。 ほ ぼ 完 全 閉 塞 と な っ た 。 後 交 通 動 脈 は 温

存 さ れ て い る 。  

( C )  コ イ ル 留 置 前 の c o n e  b e a m  C T に て ス テ ン ト の 展 開 に 問 題 が な い こ と を 確 認

し た 。  
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F i g u r e 3  

再 入 院 時 M R I  拡 散 強 調 画 像 。  

（ A ） （ B ） 左 後 頭 葉 、 （ C ） 左 中 心 前 回 に 拡 散 強 調 画 像 に て 高 信 号 を 認 め る 。  

F i g u r e 4  

（ A ） 再 開 通 前 の 左 内 頚 動 脈 撮 影 。 コ イ ル 塞 栓 さ れ た 動 脈 瘤 外 側 の ス テ ン ト 展

開 部 で 閉 塞 が 認 め ら れ る 。 （ B ） 再 開 通 後 の 左 内 頚 動 脈 撮 影 。 T I C I 3 に て 終 了

し て い る 。  

F i g u r e 5  

（ A ） T r e v o を 部 分 展 開 し て い る 。 点 線 は 血 管 を 示 す 補 助 線 で 、 矢 頭 は T r e v o の

遠 位 マ ー カ ー を 示 し て い る 。 L V I S ス テ ン ト 遠 位 の 後 交 通 動 脈 起 始 部 付 近 か ら

展 開 し て い る 。  

（ B ） 血 栓 回 収 術 後 の 左 内 頚 動 脈 撮 影 で あ り 、 L V I S ス テ ン ト へ の 干 渉 に よ り ス テ

ン ト 遠 位 端 が 矢 印 の 近 位 部 ま で ず れ て い た 。 点 線 は ス テ ン ト 短 縮 前 の 遠 位 端 を

示 し て い る 。 コ イ ル 塊 の 明 ら か な 偏 位 は 認 め な か っ た 。  

F i g u r e 6  

術 後 M R I  拡 散 強 調 画 像 。  術 前 の 梗 塞 巣 が 拡 大 し て い る が （ B ） （ C ） 、 左 中 大

脳 動 脈 支 配 領 域 の 広 範 囲 な 脳 梗 塞 を 回 避 し た 。  
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